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平
成　

年
７
月
に
新
指
定
袋
に

１９

よ
る
燃
え
る
ご
み
の
有
料
化
が
始

ま
り
約
半
年
が
経
過
し
ま
す 
。  
皆

さ
ん 
の 
ご
理
解 ・ 
ご
協
力
に 
よ
り 
、  
ご

み
減
量
の
効
果
が
現
れ
て
い
ま
す
。

　

家
庭
の
燃
え
る
ご
み
収
集
量
は
、

７
月
か
ら
９
月
は
前
年
並
で
し
た
。

新
指
定
袋
完
全
実
施
前
の
か
け
こ

み
排
出
に
よ
り
減
量
化
の
時
期
が

遅
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

新
指
定
袋
が
完
全
実
施
と
な
っ

た　

月
は
前
年
比
約　

ｔ
減
（
約

１０

８３

　

％
減
）、　

月
は
約　

ｔ
減
（
約

１５

１１

５５

　

％
減
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

１１
　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
と
古
紙
の
収
集

量
が
、
平
成　

年
当
初
か
ら
増
加

１９

傾
向
と
な
り
、
特
に
５
月
以
降
は

著
し
く
増
加
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

リ
サ
イ
ク
ル
意
識
の
高
ま
り
が
現

れ
て
い
ま
す
。　

月
は
、
ペ
ッ
ト

１０

ボ
ト
ル
が
前
年
比
約
１
・
２
ｔ
増（
約

　

％
増
）、
古
紙
は
約　

ｔ
増
（
約

５３

１５

　

％
増
）。　

月
は
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

７８

１１

が
前
年
比
約
０
・
９
ｔ
増
（
約　
４６

％
増
）
古
紙
は
約　

ｔ
増
（
約　

１５

８１

％
増
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

下
田
市
の
１
日
１
人
当
た
り
の

ご
み
排
出
量
（
平
成　

年
度
値
）

１７

は
１
・　

�
で
、
県
下
で
４
番
目

５６

に
多
く
、
県
平
均
の
約
１
・
４
倍

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

更
に
、　

月
か
ら
平
成　

年　

１２

２０

１１

月
ま
で
の
期
間
、
ご
み
焼
却
場
改

修
工
事
が
行
わ
れ
て
お
り
、
ご
み

焼
却
能
力
が
通
常
の
約
半
分
と
な
っ

て
い
ま
す
。
一
層
の
ご
み
減
量
化

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
野
焼
き
、
不
法
投
棄
は
、
法
律

で
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
絶
対
に

や
め
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
先

下
田
市
清
掃
セ
ン
タ
ー

�
�
６
６
８
６

リ
サ
イ
ク
ル
収
集
は
約
３
割
増
加

い
っ
そ
う
の
ご
み
減
量
を

�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
ご
み
を
き
ち
ん
と
分
別

�
再
生
品
、省
資
源 （
詰
替

用
等
） の
も
の
を
使
う

�
マ
イ
バ
ッ
グ
を
持
参
、

レ
ジ
袋
は
も
ら
わ
な
い

�
マ
イ
は
し
、
マ
イ
水
筒

な
ど
の
活
用

�
生
ご
み
・
落
ち
葉
な
ど

を
堆
肥
化
す
る

１人１人の行動で
ごみを減らしましょう

燃
え
る
ご
み
は
約
１
割
減
少

　

平
成　

年
４
月
１
日
以
降
の
利

２０

用
分
か
ら
新
た
な
使
用
料
額
・
減

免
規
定
に
変
更
と
な
り
ま
す
。

　

今
回
の
使
用
料
改
定
に
つ
い
て

は
、「
適
正
な
受
益
者
負
担
の
確

保
」
と
「
基
準
の
統
一
」
を
基
本

に
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

・
市
よ
り
補
助
金
の
交
付
を
受
け

て
い
る
団
体
が
、
当
該
補
助
事

業
を
実
施
す
る
た
め
に
使
用
す

る
と
き
。

・
構
成
員
の
半
数
以
上
が
障
害
者

若 
し 
く 
は
障
害
児
又 
は 　

歳
以 
上

６５

　

若
し
く
は
中
学
生
以
下
の　

人
１０

以
上
の
団
体
が
使
用
す
る
と
き
。

問
合
せ
先

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

�
�
５
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５
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�
�
�
�
�
�
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全日
9：00～21：30

夜間
18：00～21：30

午後
13：00～17：00

午前
9：00～12：00区分施設名

63,000円30,000円24,000円14,000円３月まで大 ホ ー ル
　(平日)　 変更なし変更なし変更なし変更なし４月から

74,000円35,000円28,000円16,000円３月まで大 ホ ー ル
(土・日・休日) 変更なし変更なし変更なし変更なし４月から

20,000円9,000円7,000円5,000円３月まで小 ホ ー ル
　(平日)　 23,000円10,000円8,000円6,000円４月から

24,000円10,000円9,000円6,000円３月まで小 ホ ー ル
(土・日・休日) 27,000円11,000円10,000円7,000円４月から

12,000円5,000円4,000円3,000円３月まで
大 会 議 室

15,000円5,500円5,500円4,000円４月から

4,700円2,000円1,500円1,200円３月まで小 会 議 室
　 １・２　 5,500円2,000円2,000円1,500円４月から

3,000円1,500円900円600円３月まで
小会議室３

3,300円1,200円1,200円900円４月から

3,000円1,300円1,000円700円３月まで練 習 室
　 １・２　 3,300円1,200円1,200円900円４月から

4,900円2,100円1,600円1,200円３月まで
リハーサル室

6,600円2,400円2,400円1,800円４月から
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全日
9：00～21：00

夜間
18：00～21：00

午後
13：00～17：00

午前
9：00～12：00区分施設名

8,500円3,500円3,000円2,000円３月まで
体 育 館

8,800円3,200円3,200円2,400円４月から

4,000円2,000円1,000円1,000円３月まで
第１会議室

5,500円変更なし2,000円1,500円４月から

2,400円1,200円600円600円３月まで
第２会議室

3,300円変更なし1,200円900円４月から

4,500円2,000円1,500円1,000円３月まで視 聴 覚 室
創作実習室 6,000円変更なし2,000円1,500円４月から
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市
民
文
化
会
館 
・ 
市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

�

�
�
�
�
�
�
�

・
公
共
的
団
体
の
主
催
で
、
そ
の

目
的
が
公
益
の
た
め
に
使
用
す

る
と
き
。

・
地
方
公
共
団
体
以
外
の
も
の
が
、

市
と
共
催
で
使
用
す
る
と
き
。

家
庭
ご
み
有
料
化
後
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

家
庭
ご
み
有
料
化
後
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

家
庭
ご
み
有
料
化
後
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

家
庭
ご
み
有
料
化
後
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

広報しもだ  ２００８. １ 月号  －６－

改定額現行額区　　　　分

１，０００円８００円基本料金０～ １０�

１２０円９０円

１�当たり

１１～ ２０�

１３０円１００円２１～ ５０�

１４０円１２０円５１～１００�

１５０円１３０円１００～２００�

１６０円１４０円２０１�以上
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下
水
道
が
平
成
４
年
に
供
用
開

始
し
て　

年
経
過
し
、
皆
さ
ん
か

１５

ら「
海
や
川
が
き
れ
い
に
な
っ
た
」

「
臭
い
も
し
な
い
し
蚊
も
い
な
く

な
っ
た
」
と
い
う
声
が
届
け
ら
れ

る
な
ど
下
水
道
の
効
果
が
よ
う
や

く
現
れ
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
、
皆
様
か
ら
い
た
だ
い
て

い
る
下
水
道
料
金
の
使
用
料
単
価

は
１
１
３
円
／
�
で
す
が
、
汚
水

１
�
を
処
理
す
る
の
に
１
５
１
円

／
�
の
コ
ス
ト（
汚
水
処
理
原
価
）

が
か
か
っ
て
い
ま
す
。　

円
／
�

３８

の
不
足
分
は
一
般
会
計
か
ら
補
填

さ
れ
て
い
ま
す
。　

今
回
の
改
定
は
、

使
用
料
の
単
価
を
処
理
コ
ス
ト
に

見
合
っ
た
単
価
に
改
定
す
る
も
の

で
す
。（
漁
業
集
落
排
水
施
設
使
用

料
も
改
定
を
行
い
ま
す
）

　

平
成　

年
４
月
以
降
の
検
針
分

２０

か
ら
新
料
金
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

毎
月
検
針
、
隔
月
４
月
検
針
の
方

　

４
月
検
針
日
以
後
の
使
用
分

（
６
月
検
針
分
）
か
ら
新
料
金
が

適
用
さ
れ
ま
す
。（
４
月
検
針
分
ま

で
は
旧
料
金
で
す
）

隔
月
５
月
検
針
の
方

　

５
月
に
検
針
さ
れ
た
使
用
水
量

の
２
分
の
１
に
旧
料
金
、
残
り
２

分
の
１
に
新
料
金
を
適
用
し
ま
す
。

（
余
り
が
出
た
場
合
は
、
旧
料
金

と
し
て
計
算
し
ま
す
）
７
月
検
針

分
か
ら
は
全
使
用
水
量
に
新
料
金

が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

下
水
道
使
用
料
は
市
民
生
活
に

大
き
な
影
響
を
与
え
る
た
め
、
公

共
料
金
等
審
議
会
に
お
い
て
慎
重

に
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
答
申

に
基
づ
い
た
改
正
案
を
、
市
議
会

で
さ
ら
に
審
議
し
て
い
た
だ
き
、

議
決
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
　

＊

＊

＊

＊

＊

　

今
後
と
も
、
下
水
道
の
接
続
率

向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
い
っ
そ

う
の
経
費
節
減
と
効
率
的
な
運
営

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご

理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
合
せ
先 
上
下
水
道
課
下
水
道
係

�
�
１
２
０
０

�
�
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�
�
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�
�
�
�
�
�
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料金は、基本料金と超過料金の合計額に
１００分の１０５を乗じて得た額となります。

（８００円＋１０�×９０円＋４�×１００円） ×１．０５

現行の使用料での計算では ２，２０５円

基本料金 超過料金 消費税

（１，０００円＋１０�×１２０円＋４�×１３０円） ×１．０５

改正後の使用料での計算では ２，８５６円

基本料金 超過料金 消費税

　

下
田
市
で
は
、
平
成　

年
３
月

１６

に
策
定
し
た
男
女
共
同
参
画
推
進

プ
ラ
ン
「
新
た
な
る
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
創
造
計
画
」
の
改
訂
作
業

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

次
期
基
本
計
画
の
策
定
に
あ
た

り
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
、
男
女

共
同
参
画
に
関
す
る
ご
意
見
や
現

状
を
伺
う
た
め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
と
提
言
の
募
集
を
行
い
ま
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

調
査
票
は
、
無
作
為
で
抽
出
し

た
１
、 ０
０
０
人（
男
女
各
５
０
０

人
）
の
方
に
１
月
中
旬
に
郵
送
で

お
送
り
し
ま
す
。

募
集
テ
ー
マ

　

職
場
や
家
庭
、
地
域
な
ど
で
皆

さ
ん
が
感
じ
て
い
る
、
男
女
に
か

｢
｣

か
わ
る
、 

な
ぜ
？
ど
う
し
て
？ 

と
い
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
男
女
共

同
参
画
に
関
す
る
ご
意
見

募
集
形
式

　

詩
、
短
文
、
文
章
な
ど
形
式
は

問
い
ま
せ
ん
。（
い
ず
れ
の
場
合
も

４
０
０
字
以
内
）

提
出
方
法

　

住
所
、
氏
名
、
年
齢
を
明
記
の

う
え
、
郵
送
、
�
、
メ
ー
ル
に
よ

り
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

募
集
期
限　

２
月　

日
ま
で

２８

※
寄
せ
ら
れ
た
提
言
は
、
匿
名
で

意
見
集
に
と
り
ま
と
め
ま
す
。

問
合
せ
･
提
出
先

〒
４
１
５
―

８
５
０
１

下
田
市
東
本
郷
１
―

５
―　
１８

企
画
財
政
課
企
画
調
整
業
務
担
当

�
�
２
２
１
２　

�
�
３
９
１
０

メ
ー
ル　

k  ikaku@cit.shimoda.

                  

shizuokaj

         

「 
人 
と 
人 
、 男 
と 
女 
」に
つ
い
て

ひ
と 

ひ
と 

ひ
と 

ひ
と

み
ん
な
で
考
え
ま
し
よ
う

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

男
女
を
と
り
ま
く
ご
意
見
・

ご
提
言
を
募
集
し
ま
す

あなたは、日常生活の中で、こんな
こと感じていません？おかしいと思
いませんか？

 『家事分担というけれど、私は「やって

もらう」といい、あなたは「やってあ

げる」という。これって何だかおかし

くないの。』

出典：山口県小野田市「男と女の一行詩」
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